
後期計画の策定に向けた地域検討会議（第４回） 

＜両磐ブロック＞ 

日時：令和２年７月 31日（金） 

       14:00～16:00 

会場：一関地区合同庁舎 

   ３階 大会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

 

２ 県教育委員会挨拶 

 

 

 

岩手県教育委員会事務局学校調整課 

 

 

 

 

 

岩手県教育委員会 

【次 第】 

 

１ 開会 

 

 

２ 県教育委員会挨拶 

 

 

３ 後期計画策定に向けた意見交換 

 ◆ テーマ 

  １ 後期計画（案）について 

  （1）後期計画の基本的な考え方等について 

  （2）後期計画の具体的な取組について 

  ２ その他 

 

 

４ その他 

 

 

５ 閉会 
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■ 後期計画策定に向けた意見交換（胆江・両磐ブロック） 

 

 

 

 

 

 

１ 後期計画（案）について 

(1) 後期計画の基本的な考え方等について 

・ 後期計画（案）では、新たに「生徒の希望する進路の実現」と「地域や

地域産業を担う人づくり」の２つを基本的な考えとしております。 

 

・ この基本的な考え方など、計画全体について御意見を伺います。 

 

(2) 後期計画の具体的な取組について 

・ 後期計画（案）では、生徒にとってより良い教育環境の実現に向け、１

学級校の維持等、原則として現在の学校、学科及び学級規模をできる限り

維持することとしております。 

 

・ また、盛岡市内の高校への生徒の集中を緩和し、学校規模の大きさを生

かした特色ある教育活動の実施に向けた盛岡ブロックにおける統合や、地

域産業を担う人づくりに向けて、地域の産業教育の拠点となる専門高校等

の整備のための県南地域、宮古ブロック及び二戸ブロックで専門高校等の

統合も行うこととし、県南地域においては、水沢工業高校、一関工業高校

及び千厩高校産業技術科の統合案をお示ししました。 

 

・ この具体的な取組について御意見を伺います。 

 

 

 

２ その他 

 

 

 

 

 

 

［テーマ］ 

１ 後期計画（案）について 

(1) 後期計画の基本的な考え方等について 

 (2) 後期計画の具体的な取組について 

２ その他 
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地域検討会議等で寄せられた意見の反映状況等 

 意見等 反映状況等 

１ 
・ 岩手の高校教育の未来像を明確にし、高校

再編の目指す方向性を示すべき 

・ 「生徒の希望する進路の実現」と「地域や地域産業を担う

人づくり」の２つを基本的な考え方とする 

２ 

・ 中学生の選択肢を確保するべき 

・ 教育の機会を保障することは重要 

・ 多様な進路希望に対応した学校・学科を配

置するべき 

・ 各ブロックにおける現在の学校規模をできる限り維持する

ことで、学びの選択肢を確保する 

・ 生徒の多様な進路実現に向けて、７学級校等の学校規模を

確保し、学科も維持する 

３ 

・ 地元の高校の存在は大きく重要な役割を果

たしていることから、小規模であっても存続

させるべき 

・ 地域を担う人材の育成が必要 

・ 小規模校の維持と教育の質の充実が必要 

・ １学級校等、小規模校をできる限り維持し、多様な分野の

学びも確保するとともに、教育内容の充実を図る 

・ ＩＣＴ等の活用による新たな学びを推進し、教育内容の充

実を図る 

４ 
・ 盛岡市内への生徒の集中緩和に向けた対応

が必要 

・ 盛岡ブロックの盛岡南高校と不来方高校を統合し、体育、

芸術、外国語等の特色を生かした教育を実践する 

５ 

・ ものづくり産業や地域産業を担う専門人材

の育成が必要 

・ 地域に根ざした専門教育の充実が必要 

・ 県南地域において統合を行い、産業人材のニーズに幅広く

対応できるよう、規模の大きな工業高校を設置する 

・ 宮古ブロック、二戸ブロックにおいて統合を行い、各専門

分野に関する特色ある学科等の機能を維持し、地域の専門教

育の拠点となる高校等を整備する 

６ ・ 小規模校の魅力化に取り組んで欲しい 
・ 令和２年度から、新たに小規模校を対象とした「高校の魅

力化促進事業」を推進し、魅力づくりに取り組む 

７ 
・ ＩＣＴ等の技術を積極的に導入し、教育の

質の向上を図るべき 

・ 令和２年度から、新たに「県立学校ＩＣＴ機器整備事業」

を推進し、ＩＣＴを活用した教育環境の充実を図る 

８ 

・ 少人数学級を導入するべき 

・ 教育の質を維持するため、小規模校には教

員の加配をするべき 

・ 国に対して従来の教職員配置基準の見直しを要望してきた

が、本年度からは特に、本県のような地理的条件を抱えた地

域における小規模校への配置基準の見直しの必要性も加え

たところであり、今後も要望を継続する 

・ 小規模校への教員加配等の措置を継続する 

９ 
・ 統合等により、教育の機会の保障ができな

い場合には通学支援を考えるべき 

・ 公共交通機関による統合先の高校への通学が困難となる場

合等には、他の地域との公平性も考慮した上で、具体的な支

援策について地域の意見も考慮しながら検討する 

10 ・ 県外の生徒を積極的に受け入れるべき 

・ これまで実施してきた葛巻町の山村留学等の取組に加え、

令和２年度入試から、県外からの志願者受入れを行うことと

し、平舘高校、住田高校、遠野高校、遠野緑峰高校、大槌高

校の５校で実施しており、令和３年度も拡大する予定 

11 
・ 中学生に対して、各高校の魅力等の情報を

発信して欲しい 

・ 県教育委員会では、県立高校各校の学習内容等を紹介する

「ハイスクールガイド」を作成し、各中学校に配布しており、

今後も内容の充実を図る 
               

資料No.３ 
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学びの改革プロジェクト 令和２年度の取組について 参考資料No.１ 

県立学校におけるICT環境整備 

教育情報化の機運醸成 

【Ｒ２整備校】 20校 
 国指定ＳＳＨ：４校  岩手県版ＳＳＨ：８校 
 遠隔拠点校 ：６校   国指定研究校 ：２校 

【Ｒ２整備機器】   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 県立学校ICT機器整備事業 
   【新規】 235,712千円 

 ・ 県立高校にＩＣＴ機器等を整備  

普通教室等 

データセンター 

インターネット 

無線LAN集中管理システム 

いわて情報ハイウェイ 

５Mbps 

フレッツVPNプライオ 
（新規回線） 

1Gbps 

拠点ルータ 

CAT ６A以上 
(10Gbps対応ケーブル) 

校務系NW 学習系NW 

県 立 学 校  

基幹スイッチ 

ネットワーク分離 

３Ｆ 

２Ｆ 
 

１Ｆ 

大型提示装置 

映写対応黒板 

指導者用ＰＣ  

② 県立学校ICT機器整備事業 （R1繰越） 
  【新規】 1,427,760千円 

 ・ 全ての県立学校の普通教室等に無線LAN環境 
   等を整備  

実物投影機 

教員用 

図書室用 

無線ＡＰ 

③ 情報処理教育設備整備費（高校）  
  【継続】 155,655千円 

④ 設備整備事業（特支）  
  【継続】 13,847千円 
  ・ 県立学校PC室用機器整備（２in１PC、大型提示装置） 

    ⇒ 県立高校PC室、特別支援学校PC室のＩＣＴ機器の更新 

⑤ いわて教育情報ネットワーク整備費 
   【継続】 502,141千円 
 ・ セキュリティ対策強化のためのネットワークの改修整備 

⑥ いわて学びの改革研究・普及事業  
   【再掲】 34,044千円 

◇教育情報化普及推進事業  【新規】 1,366千円 
  ・ いわて教育情報化普及啓発セミナーの開催  
      ⇒ 市町村教育長等向け普及啓発セミナーの開催  
  ・ 教育情報化推進アドバイザーの派遣 

      ⇒ 市町村への教育情報化アドバイザー派遣 

                            

                            
 
 
 
 
  

                     

   

いわて学びの改革研究・普及事業 
小中高をつなぐ子どもの 
学びの履歴構築事業 

いわて進学支援ネットワーク事業 

大学入学者選抜改革対策事業 

⑥ いわて学びの改革研究・普及事業  
   【新規】 34,044千円 

◇ いわて学びの改革研究事業  
   【新規】 32,678千円 

 ・ 「いわて学びの改革研究チーム（岩手大・ 
    県立大・県教育委員会）」による実証研究 

⑧ 小中高をつなぐ子どもの学びの履歴 
  構築事業   【継続】 14,750千円 

・ 学力調査や学習指導の改善に向けた調査研

究・検討 

⑩ 大学入学者選抜改革対策事業 
   【継続】 3,289千円  

⇒ 教員の指導力向上（配信型授業の  
  研究等） 
 
 
 
 
 

                            

                  
 
 
 
  

                     

   

いわての地域国際化人材育成事業 

⇒ 英検ＩＢＡ受験 
 対象を中２から 
 高２にも拡大し、 
 段階に応じた分 
 析による英語力 
 向上策を実施 
 

 

ICT活用による 
総合的な 

学力向上施策 
の展開 

⇒ 学力調査の活用方法等の分析・研究 
  学習指導等の充実に向けた研究・検討 
 

 

 
 

 

⑨ いわての地域国際化人材育成事業 
     【拡充】 9,883千円 

            ・ 英語力の把握と分析  

⑦ 探究プログラム事業  
  【新規】 20,000千円   

 ・ 理科・数学の学力向上と科学的思考力 
   の育成 

⇒ 探究プログラム重点校（岩手県版  
   SSH）における理数教科に関する探究 
  的な学習を実施 
 
 
 
 
 

 

 
⇒ 研究指定校での実証研究 
研究指定校（高校）：３校 

研究指定校（小中）：４校 

・ ＩＣＴを活用した「主体的・対話的で深い学   
 びの実践・実証研究 

 ‣ 大型提示装置等と生徒用PCを連動さ 
    せた授業改善の実証研究 
 ‣ 民間企業と連携した教材コンテンツを活 

    用した個別最適化学習の実証研究（算 
    数・数学等） 

・ 遠隔教育の実証研究 

 ‣ 遠隔拠点校：７校 

・ 教員のICT機器活用スキル研修の実施 

 ⇒ 校種別ICT活用スキル研修 

・ ICT活用支援員の配置〔民間委託〕 

 ⇒ ICT機器の活用と研究の支援 

1Gbps 

      メールサーバ 
    ｐｔｆメール
webサーバ 
学校ホームページ 

委託 

高速化 

プロジェクトで目指す姿 

教員用 

フロアスイッチ 

PC教室用 

岩手県庁 

無線ＡＰ 無線ＡＰ 無線ＡＰ 

無線ＡＰ 無線ＡＰ 

無線ＡＰ 無線ＡＰ 無線ＡＰ 教員用 
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ＧＩＧＡスクール構想の加速（コロナウイルス対応緊急経済対策）【R2補正】 

⑪ 児童生徒１人１台端末整備事業 【新規】 78,406千円 
   ・県立一関一高附属中及び特別支援学校小学部・中学部の全児童生徒 

⑫ 家庭学習のための通信機器整備支援事業 【新規】 1,530千円 
  ・Ｗｉ-Fｉ環境等の整っていない家庭を対象にモバイルルーター等を貸与 

⑬ 障がいのある児童生徒の入出力支援装置整備事業 【新規】 9,594千円 
  ・視覚や聴覚、身体等の児童生徒の障がいに応じた入出力支援装置の整備 

⑭ GIGAスクールサポーター配置事業 【新規】 5,556千円 
  ・学校の１人１台端末等導入を支援するためのICT支援員の配置（民間委託） 

⑮ 遠隔学習機能強化事業 【新規】 4,764千円 
  ・遠隔学習の実施に向けたWｅｂカメラ等の通信機器の整備 

⑯ オンライン学習推進事業【新規】88,517千円 
   ・県立高校や市町村立小中学校におけるオンライン学習支援サービスの活用 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.irasutoya.com/2016/01/blog-post_88.html&psig=AOvVaw1aq8zDVwF5sExq1dkrR1ti&ust=1569035442659000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCOirgdS23uQCFQAAAAAdAAAAABAy
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https://www.irasutoya.com/2016/03/blog-post_82.html&psig=AOvVaw26XoPkh5j4L1fZHFRxxx2T&ust=1569031191021000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCKj9peim3uQCFQAAAAAdAAAAABAq
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いわて地域担い手育成支援事業（高校の魅力化促進事業）について 

 

１ 事業の趣旨 

  小規模校において、地域と連携し、総合的な探究の時間等を活用した地域理解の学習活動の充実等

を通して魅力ある学校づくりに取り組むことで、生徒の未来を切り拓く資質・能力や自己有用感を育

み、岩手の産業や地域を支える人材を育成するとともに、小中学生の地元高校への理解と進学意識の

醸成を図る。 

２ 事業対象校 

沼宮内、葛巻、平舘、雫石、花巻農業、大迫、遠野緑峰、西和賀、水沢農業、水沢商業、前沢、 

金ケ崎、一関工業、花泉、大東、住田、釜石商工、山田、宮古北、宮古水産、岩泉、久慈工業、 

種市、大野、軽米、伊保内、福岡工業、一戸 

  ※大槌高校については、地域との協働による高等学校教育改革推進事業において事業実施 

３ 令和２年度の主な取組内容 

（１）高校生の地域理解の学習活動 

・ 市町村等と連携した地域の歴史や文化、観光資源を理解する講座 

・ 地域課題を考察し、町づくりに参画する探究活動等 

・ 地元産業界と連携した地域の産業を理解する講座 

（２）小中学生の地元高校の理解促進と進学意識の醸成への取組 

・ 小中学生を対象とした地域理解に関する探究活動の成果発表 

・ 学科や地域の産業を活かした出前授業やものづくり体験教室等 

４ 期待される効果 

（１）高校生 

・ 未来を切り拓く資質・能力を育成できる。 

・ 地域への関心・理解を深め、地域に対してより積極的な提言をする視点や発信力を身に付ける。 

・ 地域社会の課題とその解決に向けた探究的な学びを行うことで、郷土への誇りと愛着が醸成さ

れ、将来の地域の担い手としての意識を高めることが出来る。 

（２）地域住民や小中学生 

・ 地元高校が地域の将来の担い手を育成する魅力ある学校であると認識し、高校の取組に積極的

に参加する。 

・ 高校生による発表などにより、学びの広がりと自己肯定感の向上につなげることが出来る。 

（３）地域 

・ 地域の担い手を育成するために、地元高校と協働して学校魅力化や地域創生につなげることが

出来る。 

 

 

 

 

参考資料 No.２ 
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県南地域（胆江ブロック、両磐ブロック）の県立高校の状況 

１ 募集学科・在籍生徒数等（令和２年度：全日制） 

学校名 募集学科(定員) 
募集 
定員 

全 校 
学級数 

在 籍 
生徒数 

備考 

水  沢 普通(200)、理数(40) ※普通･理数くくり募集 240 18 693  

水沢農業 【農業】農業科学(40)、食品科学(40) 80 6 157 H30 学科改編(農業 3→2) 

水沢工業 【工業】機械(40)、電気(40)、設備システム(40)、インテリア(40) 160 12 457  

水沢商業 【商業】商業(40)、会計ビジネス(40)、情報システム(40) 120 9 324  

前  沢 普通(80) 80 6 156  

金 ケ 崎 普通(80) 80 8 154 R2学級減 

岩 谷 堂 総合(160)（６系列：人文科学、自然科学、生活･福祉、生物生産、産業工学、流通情報）  160 13 329 H31学級減 

一関第一 普通(160)、理数(40) ※普通・理数くくり募集 200 17 670 R2学級減(普通) 

一関第二 総合(200)（６系列：人文、自然、福祉、環境･ビジネス、環境･生活、ビジネス）  200 15 596 H30学級減 

一関工業 【工業】電気電子(40)、電子機械(40)、土木(40) 120 11 384 R2 学科改編(工業 4→3) 

花  泉 普通(40) 40 3 109  

大  東 普通(80)、【商業】情報ビジネス(40) 120 10 265 H31学級減(普通) 

千  厩 普通(120)、【農業】生産技術(40)、【工業】産業技術(40) 200 15 489  

２ 入試の状況             ※網掛けは学級減等を表す  ※一関第一高校は附属中からの内進生を含む 

学校名 学科 
H30 H31 R2 

定員 総受検者 合格者 定員差異 定員 総受検者 合格者 定員差異 定員 総受検者 合格者 定員差異 

水  沢 普通･理数 240 281 241 1 240 256 241 1 240 232 222 ▲18 

水沢農業 農業科学 40 35 34 ▲ 6 40 29 28 ▲12 40 41 40 0 

 食品科学 40 19 19 ▲21 40 27 26 ▲14 40 18 18 ▲22 

水沢工業 機械 40 48 40 0 40 25 36 ▲ 4 40 46 40 0 

 電気 40 31 37 ▲ 3 40 47 40 0 40 35 37 ▲ 3 

 設備システム 40 32 40 0 40 47 40 0 40 33 35 ▲ 5 

 インテリア 40 48 40 0 40 44 40 0 40 39 37 ▲ 3 

水沢商業 商業 40 23 29 ▲11 40 34 36 ▲ 4 40 44 41 1 

 会計ビジネス 40 33 38 ▲ 2 40 24 25 ▲15 40 31 39 ▲ 1 

 情報システム 40 60 41 1 40 44 40 0 40 52 42 2 

前  沢 普通 80 60 59 ▲21 80 57 53 ▲27 80 51 50 ▲30 

金 ケ 崎 普通 120 75 75 ▲45 120 59 58 ▲62 80 30 30 ▲50 

岩 谷 堂 総合 200 148 148 ▲52 160 102 102 ▲58 160 99 96 ▲64 

胆江ブロック計 1,000 893 841 ▲159 960 795 765 ▲195 920 751 727 ▲193 

一関第一 普通･理数 240 272 244 4 240 246 239 ▲ 1 200 239 205 5 

一関第二 総合 200 237 200 0 200 273 202 2 200 202 198 ▲ 2 

一関工業 電気 40 41 37 ▲ 3 40 26 24 ▲16 － － － － 

 電子 40 41 40 0 40 31 32 ▲ 8 － － － － 

 電気電子 － － － － － － － － 40 36 33 ▲ 7 

 電子機械 40 39 38 ▲ 2 40 40 40 0 40 44 40 0 

 土木 40 47 37 ▲ 3 40 32 29 ▲11 40 39 40 0 

花  泉 普通 40 47 40 0 40 36 36 ▲ 4 40 37 37 ▲ 3 

大  東 普通 120 82 82 ▲38 80 59 59 ▲21 80 64 62 ▲18 

 情報ﾋﾞｼﾞﾈｽ 40 21 21 ▲19 40 21 21 ▲19 40 30 29 ▲11 

千  厩 普通 120 113 111 ▲ 9 120 97 96 ▲24 120 103 103 ▲17 

 生産技術 40 38 38 ▲ 2 40 45 40 0 40 29 29 ▲11 

 産業技術 40 31 31 ▲ 9 40 21 22 ▲18 40 32 32 ▲ 8 

両磐ブロック計 1,000 1,009 919 ▲81 960 931 840 ▲120 880 855 808 ▲72 
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 ３ 市町村の中学校卒業者の推移 (R2.5.1時点)  

 

 
４ 入学者の推計 (R2.5.1時点)  

 

 

 

R2年3月 R3年3月 R4年3月 R5年3月 R6年3月 R7年3月 R8年3月 R9年3月 R10年3月 R11年3月 R12年3月 R13年3月 R14年3月 R15年3月 R16年3月

奥 州 1,020 910 978 963 958 893 946 910 843 903 806 790 784 759 684
-110 68 -15 -5 -65 53 -36 -67 60 -97 -16 -6 -25 -75
-110 -42 -57 -62 -127 -74 -110 -177 -117 -214 -230 -236 -261 -336

*水沢 497 429 488 444 474 432 445 481 445 471
-68 59 -44 30 -42 13 36 -36 26
-68 -9 -53 -23 -65 -52 -16 -52 -26

*江刺 231 209 232 223 219 211 208 196 182 198
-22 23 -9 -4 -8 -3 -12 -14 16
-22 1 -8 -12 -20 -23 -35 -49 -33

*前沢 121 112 104 117 122 121 125 92 96 99
-9 -8 13 5 -1 4 -33 4 3
-9 -17 -4 1 0 4 -29 -25 -22

*胆沢 136 131 124 139 117 101 143 110 95 109
-5 -7 15 -22 -16 42 -33 -15 14
-5 -12 3 -19 -35 7 -26 -41 -27

*衣川 35 29 30 40 26 28 25 31 25 26
-6 1 10 -14 2 -3 6 -6 1
-6 -5 5 -9 -7 -10 -4 -10 -9

金 ヶ 崎 154 136 139 141 132 125 123 140 121 113 113 124 124 118 106
-18 3 2 -9 -7 -2 17 -19 -8 0 11 0 -6 -12
-18 -15 -13 -22 -29 -31 -14 -33 -41 -41 -30 -30 -36 -48

胆 江 1,174 1,046 1,117 1,104 1,090 1,018 1,069 1,050 964 1,016 919 914 908 877 790
-128 71 -13 -14 -72 51 -19 -86 52 -97 -5 -6 -31 -87

ブロック計 -128 -57 -70 -84 -156 -105 -124 -210 -158 -255 -260 -266 -297 -384

R2年3月 R3年3月 R4年3月 R5年3月 R6年3月 R7年3月 R8年3月 R9年3月 R10年3月 R11年3月 R12年3月 R13年3月 R14年3月 R15年3月 R16年3月

一 関 1,012 1,013 989 951 944 893 874 820 792 762 731 701 686 642 594
1 -24 -38 -7 -51 -19 -54 -28 -30 -31 -30 -15 -44 -48
1 -23 -61 -68 -119 -138 -192 -220 -250 -281 -311 -326 -370 -418

*一関 536 561 558 514 497 483 482 441 445 415
25 -3 -44 -17 -14 -1 -41 4 -30
25 22 -22 -39 -53 -54 -95 -91 -121

*花泉 100 102 105 105 102 110 111 92 81 85
2 3 0 -3 8 1 -19 -11 4
2 5 5 2 10 11 -8 -19 -15

*大東 98 112 90 98 112 80 76 78 58 73
14 -22 8 14 -32 -4 2 -20 15
14 -8 0 14 -18 -22 -20 -40 -25

*千厩 91 93 97 93 69 69 80 72 64 59
2 4 -4 -24 0 11 -8 -8 -5
2 6 2 -22 -22 -11 -19 -27 -32

*東山 51 42 34 45 50 46 39 40 42 35
-9 -8 11 5 -4 -7 1 2 -7
-9 -17 -6 -1 -5 -12 -11 -9 -16

*室根 36 28 34 30 33 34 20 22 28 25
-8 6 -4 3 1 -14 2 6 -3
-8 -2 -6 -3 -2 -16 -14 -8 -11

*川崎 36 23 20 14 25 18 19 23 20 22
-13 -3 -6 11 -7 1 4 -3 2
-13 -16 -22 -11 -18 -17 -13 -16 -14

*藤沢 64 52 51 52 56 53 47 52 54 48
-12 -1 1 4 -3 -6 5 2 -6
-12 -13 -12 -8 -11 -17 -12 -10 -16

平 泉 70 63 67 58 57 68 52 53 56 64 60 57 47 43 41
-7 4 -9 -1 11 -16 1 3 8 -4 -3 -10 -4 -2
-7 -3 -12 -13 -2 -18 -17 -14 -6 -10 -13 -23 -27 -29

両磐 1,082 1,076 1,056 1,009 1,001 961 926 873 848 826 791 758 733 685 635
-6 -20 -47 -8 -40 -35 -53 -25 -22 -35 -33 -25 -48 -50

ブロック計 -6 -26 -73 -81 -121 -156 -209 -234 -256 -291 -324 -349 -397 -447
卒業者 現中３ 中２ 中１ 小６ 小５ 小４ 小３ 小２ 小１ 5才・4才 4才・3才 3才・2才 2才・1才 1才・0才

【入学者推計について】・過去３年間の入学実績、及び中学校卒業予定者数推移に基づいて算出したもの ・網掛けは40人以上の欠員見込みを示す  

           ・「参考値」は県境隣接協定における他県からの入学生の推計を加えた値   
           ・Ｒ２は実績値（入学者数は合格者数と異なることがある） 
           ・過去３年間に学級減等を実施した学校については、統計値が現在の募集定員を上回ることがある 

後期計画期間(R3～R7) 
※中段：対前年比、下段：対R2年比 

学校 学級数 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

水　沢 6 220 205 220 215 216 201 211 207 192 202 181 179 178 172 155
水沢農業 2 57 49 52 50 50 47 48 48 45 47 42 42 41 39 36
水沢工業 4 149 136 145 142 141 132 139 135 125 133 120 118 116 112 101
水沢商業 3 122 98 104 103 101 94 101 97 89 95 86 85 84 81 73
前　沢 2 50 49 49 51 49 48 49 44 42 45 43 42 40 38 35
金ケ崎 2 30 48 51 50 50 46 48 49 45 47 42 42 42 40 37
岩谷堂 4 96 102 112 108 107 101 102 101 93 99 89 88 87 84 76

計 23 724 687 733 718 713 670 698 680 631 668 603 596 589 568 514
19 18 19 18 18 17 18 18 16 17 16 15 15 15 13必要学級

学校 学級数 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16

一関一 5 205 211 209 198 193 187 185 172 169 162 155 149 145 136 126

参考値 217 215 204 199 192 190 177 174 168 160 154 151 142 131
一関二 5 197 186 185 178 174 171 167 155 152 148 140 135 131 123 113

参考値 188 186 180 175 173 168 156 154 150 142 136 132 124 115
一関工業 3 113 122 121 115 113 111 108 100 99 96 91 87 85 80 74

参考値 123 121 116 113 111 109 100 99 96 91 88 85 80 74
花　泉 1 37 35 35 34 33 35 35 30 28 28 25 24 23 22 20

参考値 36 36 36 35 36 36 31 29 29 26 25 25 23 21
大　東 3 91 91 78 83 92 73 67 69 59 64 61 59 58 54 50
千　厩 5 163 143 143 138 135 127 120 120 117 110 111 107 104 98 90

参考値 145 145 140 137 129 121 122 119 112 113 109 106 100 92
計 22 806 788 771 747 741 703 682 646 623 607 583 560 546 512 473

21 20 20 19 19 18 18 17 16 16 15 15 14 13 12
799 782 758 752 714 692 656 633 618 594 571 556 522 484

21 20 20 19 19 18 18 17 16 16 15 15 14 14 13

必要学級
参考値計

参考値必要学級数
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令和２年度の入試状況について（県立高校全日制） 

 

年 度 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ２ 

中 学 校 

卒 業 者 数 ※ 
12,083 12,081 11,929 11,379 11,138 10,680 

募 集 定 員 10,200 10,200 10,120  9,800  9,440  8,960 

総受検者数  9,722  9,952  9,660  9,102  8,751  8,110 

合 格 者 数  9,013  8,989  8,673  8,475  8,044  7,491 

欠   員  ▲1,187  ▲1,211  ▲1,447  ▲1,325  ▲1,396  ▲1,469 

調整後志願倍率 0.93 0.94 0.92 0.90 0.89 0.87 

 
    ※ 学校基本統計による（H31 までは卒業者数、R2は R元５月時点の中学校３年生の人数） 
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令和２年度岩手県立高等学校募集定員・合格者数等（全日制）  

盛岡第一 普通・理数 普通・理数 280 283 3 340 高    田 普通 普通 120 103 ▲17 103
盛岡第二 普通 普通 200 205 5 216 水産 海洋システム 40 14 ▲26 14
盛岡第三 普通 普通 280 287 7 378 大 船 渡 普通 普通 160 160 0 165
盛岡第四 普通 普通 240 246 6 315 大船渡東 農業 農芸科学 40 21 ▲19 21
盛 岡 北 普通 普通 200 200 0 288 工業 機械電気科 40 35 ▲ 5 36
盛 岡 南 普通 普通 160 162 2 163 商業 情報処理 40 27 ▲13 28

普通 体育コース 40 41 1 44 家庭 食物文化 40 17 ▲23 17
体育 体育 40 38 ▲ 2 37 住    田 普通 普通 40 32 ▲ 8 32

不 来 方 普通 人文・理数 160 160 0 219 釜    石 普通・理数 普通・理数 160 130 ▲30 131
普通 芸術 40 40 0 48 釜石商工 工業 機械 40 34 ▲ 6 34
普通 外国語 40 38 ▲ 2 42 工業 電気電子 40 18 ▲22 18
普通 体育 40 40 0 40 商業 総合情報 40 36 ▲ 4 37

盛岡農業 農業 動物科学 40 33 ▲ 7 34 遠    野 普通 普通 160 94 ▲66 94
農業 植物科学 40 22 ▲18 22 遠野緑峰 農業 生産技術 40 29 ▲11 29
農業 食品科学 40 39 ▲ 1 40 商業 情報処理 40 28 ▲12 28
農業 人間科学 40 27 ▲13 27 大    槌 普通 普通 80 53 ▲27 53
農業 環境科学 40 32 ▲ 8 32 山    田 普通 普通 40 31 ▲ 9 34

盛岡工業 工業 機械 40 29 ▲11 28 宮    古 普通 普通 200 153 ▲47 154
工業 電気 40 25 ▲15 24 宮 古 北 普通 普通 40 30 ▲10 31
工業 電子情報 40 40 0 39 宮古商工 工業 機械システム 40 26 ▲14 24
工業 電子機械 40 36 ▲ 4 32 工業 電気システム 40 15 ▲25 14
工業 工業化学 40 17 ▲23 15 商業 総合ビジネス 40 37 ▲ 3 31
工業 土木 40 40 0 43 商業 流通ビジネス 40 40 0 43
工業 建築・デザイン 40 40 0 52 商業 情報ビジネス 40 40 0 46

盛岡商業 商業 流通ビジネス 80 82 2 109 宮古水産 水産 海洋生産 40 12 ▲28 12
商業 会計ビジネス 80 81 1 102 家庭 食物 40 34 ▲ 6 36
商業 情報ビジネス 80 82 2 115 岩    泉 普通 普通 80 38 ▲42 38

沼 宮 内 普通 普通 80 42 ▲38 42 久    慈 普通 普通 160 164 4 174
葛    巻 普通 普通 80 49 ▲31 49 久 慈 東 総合 総合 200 173 ▲27 173
平    舘 普通 普通 40 30 ▲10 30 久慈工業 工業 電子機械 40 9 ▲31 9

家庭 家政科学 40 23 ▲17 23 工業 建設環境 40 11 ▲29 11
雫    石 普通 普通 40 22 ▲18 22 種    市 普通 普通 40 13 ▲27 13
紫波総合 総合 総合 160 91 ▲69 91 工業 海洋開発 40 22 ▲18 22
花 巻 北 普通 普通 240 224 ▲16 224 大    野 普通 普通 40 17 ▲23 17
花 巻 南 普通 人文科学・自然科学 120 121 1 138 軽    米 普通 普通 80 47 ▲33 47

普通 スポーツ健康科学 40 39 ▲ 1 36 伊 保 内 普通 普通 40 26 ▲14 26
普通 国際科学 40 38 ▲ 2 38 福    岡 普通 普通　 160 119 ▲41 119

花巻農業 農業 生物科学 40 32 ▲ 8 28 福岡工業 工業 機械システム 40 26 ▲14 26
農業 環境科学 40 10 ▲30 10 工業 電気情報ｼｽﾃﾑ 40 13 ▲27 13
農業 食農科学 40 42 2 46 一    戸 総合 総合　 120 98 ▲22 98

花北青雲 工業 情報工学 40 32 ▲ 8 35 2800 2025 4 2,051
商業 ビジネス情報 80 81 1 84 8,960 7,491 ▲1,469 8,110
家庭 総合生活 40 42 2 44

大    迫 普通 普通 40 27 ▲13 27
黒沢尻北 普通 普通 240 241 1 260
北上翔南 総合 総合 200 171 ▲29 171

黒沢尻工業 工業 機械 40 28 ▲12 27
工業 電気 40 34 ▲ 6 34
工業 電子 40 27 ▲13 28
工業 電子機械 40 36 ▲ 4 36
工業 土木 40 34 ▲ 6 36 盛岡市立 普通 特別進学コース 35 37 2 43
工業 材料技術 40 20 ▲20 19 普通 普通 160 163 3 209

西 和 賀 普通 普通 40 30 ▲10 31 商業 商業 80 84 4 103
水    沢 普通・理数 普通・理数 240 222 ▲18 232 275 284 9 355
水沢農業 農業 農業科学 40 40 0 41

農業 食品科学科 40 18 ▲22 18
水沢工業 工業 機械 40 40 0 46

工業 電気 40 37 ▲ 3 35
工業 設備システム 40 35 ▲ 5 33
工業 インテリア 40 37 ▲ 3 39

水沢商業 商業 商業 40 41 1 44
商業 会計ビジネス 40 39 ▲ 1 31
商業 情報システム 40 42 2 52

前    沢 普通 普通 80 50 ▲30 51
金 ケ 崎 普通 普通 80 30 ▲50 30
岩 谷 堂 総合 総合 160 96 ▲64 99
一関第一 普通・理数 普通・理数 200 205 5 239
一関第二 総合 総合 200 198 ▲ 2 202
一関工業 工業 電気電子 40 40 0 44

工業 電子機械 40 40 0 39
工業 土木 40 33 ▲ 7 36

花    泉 普通 普通 40 37 ▲ 3 37
大    東 普通 普通 80 62 ▲18 64

商業 情報ビジネス 40 29 ▲11 30
千    厩 普通 普通 120 103 ▲17 103

農業 生産技術 40 29 ▲11 29
工業 産業技術 40 32 ▲ 8 32

大学科

総受検

者数

学校名 大学科
学科・学系
・コース

募集
定員

合格
者数

定員
差異

総受検

者数
学校名

学科・学系
・コース

募集
定員

合格
者数

定員
差異

総受検

者数

※参考＜市立＞

学校名 大学科
学科・学系
・コース

募集
定員

過不
足数

合格
者数
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後期計画の策定に向けた地域検討会議（第３回）の概要 

学校調整課高校改革担当 

１ 実施状況 

ブロック

名 

ブロック内 

市 町 村 名 
実施日時 会 場 

出席者数（事務局を除く） 

会 議 

構成員 

県議会 

議 員 

県 立 

高校長 

一 般 

傍 聴 

報 道 

関 係 

盛 岡 ① 
盛岡市、滝沢市、

雫石町、岩手町 

８月５日（月） 

9:30～11:30 

岩手県水産会館 

５階 大会議室 
18 4 10 3 4 

盛 岡 ② 
八幡平市、葛巻町、

紫波町、矢巾町 

８月 19 日（月） 

10:00～12:00 

盛岡市総合福祉センター 

４階 講堂 
21 0 6 2 1 

岩手中部 
花巻市、北上市、

西和賀町 

８月１日（木） 

14:00～16:00 

花巻市交流会館 

１階 交流スペース 
14 3 9 8 3 

胆  江 奥州市、金ケ崎町 
８月２日（金） 

14:00～16:00 

江刺生涯学習センター 

204､205 研修室 
9 1 8 4 2 

両  磐 一関市、平泉町 
８月６日（火） 

14:00～16:00 

一関保健センター 

１階 多目的ホール 
10 4 6 4 2 

気  仙 
大船渡市、陸前高

田市、住田町 

８月９日（金） 

13:30～15:30 

大船渡地区合同庁舎 

４階 大会議室 
14 0 4 2 1 

釜石･遠野 
釜石市、遠野市、

大槌町 

８月８日（木） 

14:00～16:00 

釜石地区合同庁舎 

４階 大会議室 
14 1 5 7 1 

宮  古 
宮古市、山田町、

岩泉町、田野畑村 

８月 21 日（水） 

14:00～16:00 

宮古地区合同庁舎 

３階 大会議室 
18 0 7 7 0 

久  慈 
久慈市、洋野町、

野田村、普代村 

８月 20 日（火） 

15:00～17:00 

久慈地区合同庁舎 

６階 大会議室 
19 1 5 3 0 

二  戸 
二戸市、軽米町、

九戸村、一戸町 

８月７日（水） 

14:00～16:00 

二戸地区合同庁舎 

１階 大会議室 
15 3 5 4 1 

計 
152 17 65 44 15 

293 

 

２ 会議内容 

(１) 各ブロックの状況ついて 

   各ブロックの現状や課題、意見交換における議論の方向性について、資料に基づき事務局から説

明を行った。 

(２) 後期計画の策定に向けた意見交換 

下記をテーマとして設定し、本県の高等学校教育の現状や、地域ごとの高校のあり方について意

見交換を行った。 

 

       

 

３ 主な意見等 

・ 生徒が減少している中、総合学科高校に多種多様な系列やコースを維持し、教育内容の充実を図

ることで、他地区の学校へ進学する生徒が減少するのではないか。 

・ 普通科への進学希望が増加し、工業学科への進学希望が減少している状況は地域産業の情勢とは

逆行しており、地域産業のニーズを踏まえた工業学科の設置が必要である。 

・ 学校の統合については、生徒の急減期に入った時代から検討されている。生徒の学習権を第一に

考えると、もはや慎重に検討する段階は過ぎており、早急な再編が必要である。 

・ その他、職業に関する専門教育の維持、教育の機会の保障に向けた校舎制による統合、地域産業

を担う人材育成等、様々な意見があった。 

 

＜意見交換テーマ＞ 

 ・各地域における学校、学科の配置について 

参考資料 No.５ 
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地域検討会議（第３回）の主な意見等 

 

ブロック 開催日 主な意見・提言等 

盛 岡 ① 

（盛岡市、滝沢市、  

  雫石町、岩手町） 

令和元年 

８月５日（月） 

 9:30～11:30 

・ 岩手の将来にとって必要な人材像や岩手の高校教育の将来像を明確に

し、必要な人材を育成するために必要な学校・学科等を配置するという広

い視点が必要である。 

・ 少子化の現状や、中学生や保護者の公立高校志向が強い現状を鑑みると、

志願倍率の高い公立高校の学級減等を行って学校規模を縮小するよりも、

私学協会と調整し、私立高校の募集定員を改善することが必要と考える。 

・ 盛岡市周辺に位置する小規模校の活力向上には、盛岡地区への一極集中

を是正する必要があり、盛岡地区の学校統合を行うべきと考える。県外生

徒の積極的な受入れについても、県として手立てを講じてほしい。 

・ 県立高校の設置の歴史を踏まえた再編計画であるべきであり、新たに設

置してきた学校について見直すことが先なのではないか。 

・ 地方創生の取組にとって、地域の高校は欠かせない存在である。同じ盛

岡ブロック内の高校であっても、盛岡市等の市街地の高校と中山間地の高

校では状況が異なるため、後期計画の策定においては、異なる判断基準を

設けていただきたい。 

盛 岡 ② 

（八幡平市、葛巻町、 

 紫波町、矢巾町） 

令和元年 

８月 19 日(月) 

10:00～12:00 

・ 現在の社会状況は計画策定時と異なっていることや、令和３年の「過疎

法」改正を踏まえ、過疎地域における高校のあり方を考える際、全体計画

に捉われない柔軟な発想で後期計画の策定に取り組んでいただきたい。 

・ 生徒の減少に伴い「役目を終えた学校」について検証し、必要に応じて、

歴史の浅い学校について再編を進めるべきである。また、私学協会へ働き

かけて、私立高校の募集定員の改善を図るべき。 

・ 現場の教員や生徒の声にも耳を傾け、生徒本位の思い切った高校再編を

行うべきと考える。 

・ 盛岡ブロックには多様な生徒がおり、そのニーズも多様である。盛岡ブ

ロック内の各市町が抱えている地域課題も多様であるため、盛岡ブロック

内の高校再編を検討する際の観点は多様であるべき。 

・ 一定規模を確保した学校で学ぶことも大切なことであり、教育の機会の

保障をしていかなければいけないことも周知のことである。これらのこと

を盛岡ブロックで具体化していくための再編案を提示していただき、議論

を深めていきたいと考える。 

岩手中部 

（花巻市、北上市、 

西和賀町） 

令和元年 

８月１日(木) 

14:00～16:00 

・ 岩手中部地区は定員を満たしている現状であり、再編計画による学級数
調整の必要はない。 

・ 学力向上が非常に大きな課題だと認識している。普通科でインセンティ
ブを高める試みがなければ、子どもたちは希望を持つことが難しいことか
ら、中高一貫教育を拡大する時期にあると考える。 

・ 岩手中部地区では、専門高校における産業教育を一層充実させる必要が
ある。先を見通した産業ニーズに対応できる生徒を育成するため、専門教
育には力を入れるべきである。 

・ 普通科への進学希望が増加し、工業学科への進学希望が減少しているこ
とは、地域産業の情勢とは全く逆の方向であり、地域産業のニーズを踏ま
えた工業系学科の設置が必要である。 

・ 教育関係をはじめとして盛岡一極集中の状況であり、盛岡地区の教育の
みが突出することで社会にひずみが生じることを危惧している。 

・ 後期計画の策定に当たり、教育の質の保証には学力レベルの維持も必要
であるが、生まれ育った地域に貢献する人材を育成する視点についても大
きな要素であると考えている。 

 
 
 

参考資料 No.６ 
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ブロック 開催日 主な意見・提言等 

胆  江 

（奥州市、金ケ崎町） 

令和元年 

８月２日（金） 

14:00～16:00 

・ 生徒にとって選択肢は大切である観点から、学校の配置は変えない方が
よい。学級減は仕方がないと考えるが、統廃合せずに済む方法を検討する
必要がある。 

・ 学校、学科についてはすべて必要であると考えるが、７校中、６校が定
員を満たしていない状況であり、学級減を進めるべきである。生徒間の競
争率の低下は学力の低下につながると考える。 

・ 工業高校と商業高校間の連携や総合学科との連携等、学校を維持するた
めの連携は必要と考える。 

・ 専門高校については、学科数が少ないと学校の活力がなくなる。学ぶ内

容の異なる学科間においての競争が必要であり、そのためには、３学級は

必要と考える。 

両  磐 

（一関市、平泉町） 

令和元年 

８月６日(火) 

14:00～16:00 

・ 高校において、就職を希望する生徒については、地元への就職を勧め、

地元定着を促進する必要があると考える。地元の産業人材の育成の視点を

重視してもらいたい。 

・ 地域にとって、学校は重要な存在である。その点を踏まえたとしても、

今後の状況等を考えた場合に、現在あるすべての小規模校を無条件に残す

べきではないと考える。統合等の基準を守り、基準に該当した学校につい

ては統合もやむを得ないと考える。 

・ 原則として、再編計画は計画通り実行するべきと考える。一方で、地域

にとって学校が無くなることは重大なことであり、小規模校を残す工夫に

ついては、継続して行ってもらいたい。 

気  仙 

（大船渡市、陸前 

 高田市、住田町） 

 

令和元年 

８月９日(金) 

13:30～15:30 

・ 気仙地区のどの学科を見てもこの地区にとっては重要なものばかりであ

る。情報発信に努め、入学希望者を増加させる努力も必要と考える。 

・ 後期計画の期間内においては、学級数の調整で対応するべきと考えるが、

その先については、学級数の調整では難しいものと考えている。 

・ ４学級の維持も難しくなっていく状況である。教育の質の向上、学力の

維持、専門性の維持を考えれば学級数の調整での対応が望ましいと考え

る。 

・ 基本的な考え方を見直し、岩手の高校教育をどのように進めて行くのか、

これまでの高校配置の考え方を既成概念にとらわれず、根本から考え直す

必要があると考える。 

・ 後期計画の５年間については、学級数の調整により対応していただきた

い。 

・ 学校の魅力づくりの結果による統合を前提とした議論をするべきと考え

る。 

・ 岩手県においては、国の施策や法律にとらわれない岩手県独自の教育の

在り方を皆で知恵を出し合い、意見交換をしながら考えてほしい。 

・ 学校規模が確保できなければ教育の質は保証できないのか。ここは工夫

により考えられる余地があり、教育の機会の保障は、絶対優先されるべき

要件である。 

釜石・遠野 

（釜石市、遠野市、 

大槌町） 

令和元年 

８月８日(木) 

14:00～16:00 

・ 高校再編を論じる際、ブロック内での調整という考え方に捉われず、も

っと広い範囲（視点）での議論を行うべきではないか。今のままでは、新

たな展開に進まないものと考える。子どもたちに夢を持たせ、実現させて

いくための後期計画であることを願う。 

・ 生徒数の減少により、適切な教育環境の維持や学校経営が難しくなれば、

学校統合や学級減は止むを得ないことと考える。令和という新しい時代に

対応した本県教育の在り方を明確にした上で、学校と地域行政が協働し、

子どもたちが行きたいと思う魅力ある学校をつくっていくことが大切で

ある。 

・ 学校統合等、高校再編に対する住民の抵抗感は拭えないものであるが、

子どもたちにより良い学びの環境を提供することも大切なことである。高

校の魅力化に向けた取組を県と一緒に進めていきたいと考える。 
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ブロック 開催日 主な意見・提言等 

宮  古 

（宮古市、山田町、 

  岩泉町、田野畑村） 

令和元年 

８月 21 日(水) 

14:00～16:00 

・ 教育の機会の保障を高校再編計画の柱の一つとしていることから、後期
計画期間中は、現在ある学校は残し、学級数の調整で対応するべきと考え
る。 

・ 後期計画最終年の令和７年３月の中学校卒業予定者をみると、現在と比
べて大幅な減少がみられないこと等から判断し、後期計画期間中は、学級
数の調整で対応しながら、学校については現状維持がよいと考える。 

・ 後期計画後も現状を維持していくことは難しいことは明らかであり、宮
古地区の高校のあり方を広域な視点に立って考えていく必要がある。 

・ これからの宮古地区の高校教育を考えた場合に、産業教育の在り方につ
いては、一番に考えなければならない。商業、工業、水産を合わせて、産
業教育について考えていく必要がある。 

・ 来年４月統合予定の宮古商工高校と宮古水産高校を新校舎建設のもとで
統合し、沿岸地区の産業教育の拠点校としていくべきと考える。 

・ 後期計画においては、現在の学校を維持しながら学級数の調整で対応す
る方がよいと考える。 

・ 従来の普通科の学びの中に、地域に根差した学びを加える等の新しい発
想で、魅力ある学校をつくってほしい。 

久  慈 

（久慈市、洋野町、 

野田村、普代村） 

令和元年 

８月 20 日(火) 

15:00～17:00 

・ 久慈市内の高校は地元への就職率が向上していることから、今後もさら

に増加させたいと考えている。久慈地区では製造業が多いことから、地元

の経済を支える専門性を学ぶことができる高校は大切である。 

・ 生徒数が減少しても、学びに対する生徒のニーズが減っているわけでは

ないことから、多様な学科等を設置する地区として、生徒のニーズに応え

られる教育環境を維持してほしい。 

・ 少子化の進行とともに、若年層の流出にも歯止めがかからない状況であ

るが、そのような時代こそ、地域を愛し、郷土愛を育む教育を推進してい

くことが必要である。 

・ 今後、種市高校のみならず、生徒数が減少していく中で、県外生徒の受

入れを推進できる制度が大切ではないか。 

・ 地域の高校は募集定員に対して欠員が生じているが、地域に必要な学校、

学科であるから存続してきたものであり、今後も存続させるべき。 

・ 先端技術の習得は企業が求めていることであり、企業が必要とする人材

育成に向けて、専門高校において新たな技術を学ぶ環境を整備するべきで

ある。 

・ 教育の機会の保障は重要かつ基本的なことであり、学級減や統合につい

ては極めて慎重に検討を行うべきである。 

二  戸 

 （二戸市、軽米町、 

 九戸村、一戸町） 

８月７日(水) 

14:00～16:00 

・ 二戸地域の今後の地域を支える人材育成にとって大事な時期であり、地

域を担う産業の発展の面でも人材育成に配慮した学科や系列を維持し、地

域行政と歩調を合わせてほしい。 

・ 生徒の急減期に入った時代から学校統合は検討されており、生徒の学習

権を第一とすると、もはや慎重に検討する段階は過ぎているものと認識し

ている。 

・ 統合にあたっては、通学が困難となる生徒が生じる可能性があることか

ら、通学手段を確保し、経済的な負担や不公平がないよう十分に配慮する

ことが県教育委員会の責任である。 

・ 子どもたちの多様なニーズに対応するためには、１学年２学級は必要で

ある。財政的な課題もあるが、モデル的に少人数学級を導入し、学級数及

び教員数を維持するべきである。 

・ 様々な形での統合を視野に入れ、校舎制で地域に学校を残す方策を検討

していただきたい。 

・ 地域の将来を担う人材育成の観点から、今後の教育を考えた時に、ある

程度の集約化が必要であろうし、通学可能な範囲を考えた場合には、校舎

制の検討も視野に入れる必要がある。 

・ 二戸ブロックについては一律的な考え方で再編していくのではなく、現

状の学校、学科の維持に向けた地域と学校の協働が必要である。 
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地域検討会議（第２回）の主な意見等 

 

ブロック 開催日 主な意見・提言等 

盛 岡 ① 

（滝沢市、雫石町、 

  葛巻町、矢巾町） 

令和元年 

５月 28 日（火） 

10:00～12:00 

・ ５月 22 日に行われた定例記者会見において、「高校再編については、入

学者数等の数字ありきでの議論はしない。」との県教育長の発言を高く評

価している。 

・ 少子化の進行により、盛岡市内の学校についても統合しなければ、周辺

地区の小規模校の定員が充足しないのではないか。 

・ 葛巻高校の学級減は延期となっているが、再編計画の対象となっている

地域の住民は安心して生活することができない。各市町村に最低１校は２

学級以上の高校を存続させるべきである。 

・ 再編計画は数字ありきと感じている。雫石高校は、伝統芸能等、地元に

根差した高校なので存続させるべきである。 

・ 特に生徒数の減少が著しい地域の小規模校については、予算措置により

少人数学級を導入し、生徒を呼び込む取組が必要である。 

・ 県教委には、市町村と連携しながら県外生徒の受入れについて進めてい

ただきたい。 

盛 岡 ② 

（盛岡市、八幡平市、  

  岩手町、紫波町） 

令和元年 

５月 29 日（水） 

10:00～12:00 

・ 国の認識として、地方力の向上のためには、小規模校を大切にするべき

との認識が高まっており、今後の学校教育においては、ＩoＴ技術を活用

した「教育の質の保証と機会の保障」の両立に向けた取組が重要となる。 

・ 地元中学校の生徒は地元の高校に全員を入学させ、ＩＴを活用した教育

を推進する等、全国に先駆けた制度化が大切である。 

・ １学級校の統合基準は、「20 人以下の入学者数が２年連続」であるが、

基準が定められていることで、入学者の確保に向けた努力ができる面もあ

る。 

・ 総合学科高校の系列の見直しにより、学校自体の存在価値を見直す時期

にきているのではないか。 

・ 再編計画には、各市町村における地方創生の視点が盛り込まれているが、

県教委は知事部局との連携をさらに図るべきである。 

・ 総合学科については現状維持ではなく、将来を見据えた視点での魅力づ

くりが必要である。 

・ 県がＩＣＴ技術を導入する方針については支持するものであるが、教育

の基本は「face to face」である。 

岩手中部 

（花巻市、北上市、 

西和賀町） 

令和元年 

５月 20 日(月) 

15:00～17:00 

・ 小規模校は県教委として存続させることを前提とした上で、高校再編の

方向性を明確に示すべきである。 

・ 小規模校の存続については、他県のように、地元からの入学者の割合が

高いこと、学校活性化地域協議会の設置、多様な生徒の受入れ体制を整備

していること等を考慮した基準も必要である。 

・ まちづくりや文化の継承には、地域の将来を担う人材育成が重要である。

北上市内の中学校から、４割の生徒が地区外に進学している状況に驚いて

おり、今後、県教委と情報交換を行いながら対応策を講じていく。 

・ 地域に貢献する高校こそ、地域に必要な高校であり、小規模校について

は地域と連携した教育モデルの構築が必要である。 

・ 少人数学級の導入により、特に専門学科においては専門性を高める教育

が可能となる。現行制度の中でどのようなことができるのか、財政的な負

担等について具体的に示しながら議論する必要がある。 

参考資料 No.７ 
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ブロック 開催日 主な意見・提言等 

胆  江 

 （奥州市、金ケ崎町） 

令和元年 

５月 27 日（月） 

10:00～12:00 

・ 岩手においては、教育の質の保証も大切であるが、地理的・経済的制約

を受けている生徒でも希望する進路を実現できるよう、教育の機会の保障

を重視するべきである。また、志願者数が少ないことを理由として、安易

な統合を行うことは避け、地域の学校を残すための方策を自治体とともに

考えることが重要である。 

・ 第１回地域検討会議において、会議構成員から出された様々な意見や提

案に対しての具体的な方策案を示すべきである。その方策案について、さ

らに深い議論を展開していくことにより、より良い後期計画を策定できる

ものと考えている。 

・ 本県の現状として、少人数学級を導入しなくても実質的な少人数教育が

行われていることは承知した。少人数学級の導入によって教員数に不利益

が生じないよう、国に対する教員定数制度の改善要望を継続してほしい。 

両  磐 

（一関市、平泉町） 

令和元年 

５月 31 日（金） 

14:00～16:00 

・ 農業・工業については特色ある学科を増やすなど、産業人材の育成の在

り方についての方向性を示すべきである。 

・ 全県的に生徒数の減少が続くことから、高校再編は避けられないことで

あり、再編計画は計画通りに進めるべきである。 

・ 地域の子どもたちが将来的に地元に戻り、地域に貢献する人材として活

躍するためには、地元の学校で地元の文化を学ぶ教育体制を確立し、推進

することが大切である。 

・ 全国的にＩＣＴを活用した遠隔授業への取組が推進されており、このよ

うな取組は、中山間地等に設置された小規模校で学ぶ生徒の学力を保証す

るために有効である。 

・ 現行制度において本県の高校教育に少人数学級を導入することは難しい

ことは理解しているが、モデル的に少人数学級を導入し、先進的に制度改

革に取り組むことがあってもよいのではないか。 

気  仙 

 （大船渡市、陸前 

 高田市、住田町） 

令和元年 

５月 20 日(月) 

9:30～11:30 

・ 小規模校は授業の開設科目等に制限があることから、中学生の高校選択

にあたり、生徒・保護者に対する情報公開を積極的に行う必要がある。 

・ 大学入試制度の改革期でもあり、教育の質の保証はさらに重要となる。

都市部と中山間地・沿岸部では教育環境が異なることから、知恵を出しな

がら岩手県としての取組を進めていく必要がある。 

・ 今後のさらなる少子化の中、学校規模の現状維持は難しいことから、小

規模校については、生徒１人ひとりへの教育の質をどのように高めていく

かが課題となる。 

・ 教員数の確保は大切であり、現状の制度では少人数学級の導入が難しい

ことから、県教育委員会の方針のとおり進めるべきである。 

・ 住田高校は、１学級を２学級編成とした少人数教育により進路実績を上

げているので、教員が働きやすい環境となるよう、工夫をしながら少人数

教育を進めていく必要がある。 

釜石・遠野 

（釜石市、遠野市、 

大槌町） 

令和元年 

５月 17 日(金) 

14:00～16:00 

・ 地域にとって「必要な学校」は、様々な観点から地域にとって「貢献し

ている学校」であると言い換えられる。高校生が地域と密接に関わりあう

ことで、地域の活性化と文化の継承に資している。 

・ 高校の統合は貴重な地域の担い手がいなくなることに繋がるので避けな

ければならない。現在の仕組みで立ち行かなければ、岩手の現状に合致し

た新たな枠組による「岩手の独自モデル」を創造しなければならない。 

・ 全県的な少子化に伴う高校再編が進められていくことに、大きな危機感

を持っている。町としても、多くの子どもたちに地元の高校を選んでもら

えるよう、学校の魅力化等への支援を行っていく所存である。 

・ 高校において、より良い学びの環境づくりに向けて少人数学級の導入が

必要である。国の制度により教員定数が不足するのであれば、地域の人材

等を活用していく方策についても検討してよいのではないか。 
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ブロック 開催日 主な意見・提言等 

宮  古 

（宮古市、山田町、 

   岩泉町、田野畑村） 

令和元年 

５月 24 日（金） 

14:00～16:00 

・ 山田高校の統合は、町の過疎化に直結することから反対である。地
域の学校の存続に向けてどのように取り組んでいくか、今後のさらな
る少子化の進行を踏まえ、高校再編は慎重に検討していく必要がある。 

・ 学校の魅力化に向けて教育活動の多様化を図るためには、一定規模
が必要であるが、きめ細かな教育を受けられる小規模校のメリットも
尊重し、近隣校との柔軟な連携等により解決を図るべきである。 

・ いわて県民計画アクションプランにおける沿岸広域振興圏の取組方
向として、地域経済を牽引する産業への就業者の定着を重点項目とし
ているが、その役割を担うのが高校である。 

・ 田野畑村には高校が設置されていないことから、小中高の教育が継
続するような体制を整備するべきである。 

・ 国に対する教員定数制度の改善要望を継続しているにもかかわらず、
国が制度を改善する動きがないのであれば、要望の仕方を工夫してい
くべきではないか。 

久  慈 

（久慈市、洋野町、 

 野田村、普代村） 

令和元年 

５月 30 日（木） 

10:00～12:00 

・ 教育の機会を保障する観点から、小規模校の統合を行うべきではな
い。 

・ 地域の活性化には小規模校の存在が大切であり、地元の産業等につ
いて理解をさせた上で、将来的に地域を担う人材となるよう、キャリ
ア教育を充実させる必要がある。 

・ 地域の高校を残し、地域社会で活躍する人材の育成が大切である。
また、工業等の専門学科を卒業した生徒が大学に進学できる仕組みづ
くりも必要である。 

・ 学校は地域の人材を育成するために必要な存在である。地域との連
携による地元就職の視点から、特に１学級校で学ぶ生徒に対し、イン
ターンシップ等を通じて地域企業の魅力を伝えることが大切である。 

・ 久慈地区内の学校においても、ＩＴを導入した学習ができるような
教育環境の整備が必要である。 

・ 中学校では少人数学級が導入されているが、地区内の中学校には個
別対応が必要な生徒が多く在籍しており、担任の負担を軽減させるた
めに、各学校には支援員を導入して対応している状況である。 

二  戸 

（二戸市、軽米町、 

 九戸村、一戸町） 

令和元年 

５月 14 日(火) 

10:00～12:00 

・ 県北部では、県北振興の施策を掲げて地方創生に取り組んでいるこ
とから、高校再編については、地域と一体的な町づくりの観点から検
討する必要がある。 

・ 2013 年から地区内の事業所への就労者が減少している。地域を支え
る産業が減少している状況を踏まえ、持続可能な社会を構築できる学
校教育の環境整備を行うべきである。 

・ １学級校は、教育の質の保証の観点から手詰まり感がある。中山間
地は地域人材が不足しており、県教委には、学校教育に協力できる人
材の確保に協力してほしい。（財政的な面については協力していきた
い。） 

・ 県北・沿岸部の教育の質の保証に向けて、教育予算については充実
した配分となるようお願いしたい。 

・ 少人数学級を導入することで教員数が確保できない現状の制度であ
れば、県費による加配措置をするべきである。 

・ すでに実質的な少人数学級が多い状況にあるが、学級数を維持する
観点から、あえて少人数学級の制度を導入するべきである。 
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地域検討会議（第１回）の主な意見等 

 
ブロック 開催日 主な意見・提言等 

盛 岡 ① 

（八幡平市、岩手町、 

  滝沢市、紫波町） 

平成31年 
１月７日（月） 

14:00～16:00 

・ 高校再編は、高校が地域人材の育成を担っているという視点が重要である。 

・ 県外から生徒を受入れる体制を構築してほしい。 

・ 学級減に伴う加配など、県の支援策があれば地域が納得するのではないか。 

・ 地域に高校が存在することは町づくりと直結している大事な要素であり、高校の

存在は町の存続のキーである。 

・ 県外のみならず、外国からの生徒の受入れの視点も必要である。 

・ １学級定員40人の基準を見直すべきである。 

・ 現在の再編計画は、様々な意見を集約して策定されたものであり、評価している。 

・ 紫波総合高校については、総合学科の学習内容を精査し、魅力ある学校づくりを

進めていく必要がある。 

・ これから岩手を支える人材として、工業系人材の育成は必要である。 

盛 岡 ② 

（盛岡市、雫石町、 

  葛巻町、矢巾町） 

平成31年 
１月28日（月） 

10:00～12:00 

・ 都市部、沿岸部、中山間地それぞれの高校には役割があり、多様な生徒への対応

や地域産業の担い手育成という視点も高校再編においては大切である。 

・ 雫石町は交通の便を考えると都市部に分類されるかもしれないが、町の面積が約

609㎢と広く、雫石高校が無くなると高校への通学が困難になる地域もある。 

・ 現在のままでは近隣の市町村で生徒の奪い合いになるので、後期計画では県外か

らの生徒の受入れ制度について強く打ち出し、発展的な再編計画としてほしい。 

・ 県としても各市町村と協力しながら県外生徒の受入れ制度をつくり、地域の高校

の存続について考えてほしい。 

・ 中高一貫教育校の一関第一高校附属中学校へは遠方から入学する生徒もいるため、

後期計画では盛岡地域での中高一貫教育校の設置も検討するべきである。 

・ 県内の中学校卒業者数が減少していく中、矢巾町の生徒数は10年後も殆ど変わら

ない状況が続くため、地元の不来方高校については、存続をお願いしたい。 

・ それぞれの地域には様々な産業があり、企業等での体験学習や地域人材によ

る講話等、地域との交流は学校の魅力づくりにつながると思う。 

岩手中部 

（花巻市、北上市、 

西和賀町） 

平成31 
２月８日（金） 

10:00～12:00 

・ 後期計画の策定に当たっては、進学実績のある高校の盛岡一極集中を見直すこと

も検討してもよいのではないか。 

・ 後期計画は地域の学校の役割を重視しつつ、「岩手ならでは」の特徴的な計画とし

てほしい。また、併設型中高一貫教育校の新設を検討してもよいのではないか。 

・ 高校は地域の「まちづくり」「ひとづくり」に欠かせない存在である。「高校の魅

力づくり」について、市としても積極的に支援していきたいと考えている。 

・ 高校の募集停止・統合は、地域の賑わいを無くしてしまう可能性があり、結果と

して地域が衰退してしまうことも考えられることから、慎重に検討する必要がある。 

・ 地域との連携・協働が進んでいる高校をやむを得ず再編する場合には、地域との

連携を継続できる環境づくりについても配慮する必要がある。 

・ 後期計画の策定に当たっては、特別な支援を要する生徒への適切な指導や支援体

制の充実の観点も大事にしながら検討する必要がある。 

・ 岩手県は広い県土を有することから、一律の基準によらない柔軟な対応も必要で

ある 

・ 後期計画においても、「特例校」の制度は堅持していただきたい。また、各地域の

地方創生の取組の状況や社会情勢の変化等も踏まえた検討が必要である。 

・ ものづくり企業の進出による人口の社会増等、後期計画の策定に当たっては、

このような社会情勢の変化も考慮した上で検討を進める必要がある。 

参考資料No.８ 
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ブロック 開催日 主な意見・提言等 

胆  江 

（奥州市、金ケ崎町） 

平成30年 
12月25日（火） 

10:00～12:00 

・ 小規模校であっても地域には学校が必要であるという観点から、学級減はやむを

得ないとしても、学校の統合は最低限にとどめ、地域の学校をどのように残してい

くべきかの視点で高校再編を考えるべきである。 

・ 地域から学校を無くすことは、地域として適切な教育環境をいかに維持するかの

課題に大きく影響することである。 

・ 本県は東北を代表するものづくり先進県として職業人の育成に力を入れており、

工業系の学校は維持しなければならない。 

・ 本県は広大な面積を有することから、本県独自の考え方による地域別の再編計画

が必要である。地域ごとに望ましい学校規模の基準を設けるべきである。 

・ 学力の保証が重要視されており、さらに取組を推進するのであれば、再編計画に

おいて１学級の定員にも目を向けて教育環境の整備を進める必要がある。 

両  磐 

（一関市、平泉町） 

平成31年 
１月18日（金） 

10:00～12:00 

・ 後期計画の具体的な検討を進める過程で、募集定員や設置学科等について、県立

高校と私立高校との調整が必要となる場面が出てくる可能性もあると思われる。今

後、私立高校の状況も考慮しながら後期計画の策定を進めてほしい。 

・ 小中学校においては、特別な支援を必要とする生徒数が増加していることから、

今後、高校においても、今まで以上の対応が必要になる。 

・ 後期計画策定に当たっては、少子化の進行や人口減少の状況、県の産業振興の方

向性、産業界の動向・ニーズ及び地域の方々の意見を十分に聞きながら、県全体の

状況をしっかりと把握した上で検討を進めてほしいと考えている。また、策定した

計画は、確実に実行するという姿勢で臨んでいただきたい。 

・ 後期計画の策定においては、中山間地・沿岸部の１学級校のあり方についての検

討及び通学支援策の検討が必要になるのではないか。 

気  仙 

（大船渡市、陸前 

   高田市、住田町） 

平成31年 
２月７日（木） 

14:00～16:00 

・ 高校教育においては、将来、地域医療を支えるような優秀な人材もしっかり育て

ていくという視点も必要である。 

・ 少子化が進む中においては、高校の統合等を検討することはやむを得ないと思わ

れるが、統合により公共交通機関での通学が困難になる場合には、通学支援策を検

討することも必要である。 

・ 後期計画の策定に当たっては、これからの岩手を支える人材をどのように育てて

いくかという視点も必要である。 

・ 沿岸部、中山間地それぞれの地域の高校には役割があり、地域の将来を担う人材

の育成の視点も高校再編を考える上で重要である。 

・ 専門高校と比べて、普通高校は学びの特長を出しにくいように思う。学校ごと

に学びに特色を持たせるなど、魅力ある学校づくりに取り組む必要がある。 

釜石・遠野 

（釜石市、遠野市、 

大槌町） 

平成30年 
12月27日（木） 

14:00～16:00 

・ 岩手大学釜石サテライト内に設置されている三陸水産研究センターや釜石・大槌

地域産業育成センターと連携した高校の在り方を模索するべきである。 

・ 地域における高校の必要性や重要性を十分理解した上で、後期計画の策定を進め

ていただきたい。 

・ 後期計画の策定に当たっては、新たな設置基準による少人数学級の導入について

も検討し、全国的に見ても特徴的な岩手型の再編計画を策定してほしい。 

・ 小規模校の中には、今後も存続させなければならない学校があると考えている。

子ども達、それを支える地域の方々を地域との連携による教育の充実の中にどのよ

うに位置づけるかについて考える必要がある。夢のある計画を示していただきたい。 

・ 遠野高校では地域課題の発見、解決に向けた取組を行っており、地域と密着した

教育を進めていくことが、これからの中山間地・沿岸部の教育のあり方であると考

えている。 

・ 県立高校が市町村と連携を強化し、魅力化を図ることが必要である。 

・ 小規模校においてもコース制を取り入れるなどして、様々な産業に対応する学

びの機会を設けることが必要である。 
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ブロック 開催日 主な意見・提言等 

宮  古 

（宮古市、山田町、 

  岩泉町、田野畑村） 

平成31年 
１月15日（火） 

14:00～16:00 

・ 今後は生徒確保に向けた自治体間の競争が加速していくと思われる。学校の魅力

を高めることで地域外から生徒を集める視点が大切になる。 

・ 宮古管内には、より高いレベルで部活動や勉学に取り組みたいと考え、管外の高

校を希望する生徒もいることから、高校の選択肢を大切にした再編が必要である。 

・ 地域の学校を統合せずに残す方策として、生徒数が多い都市部の学校の学級数を

減じることも考えられるのではないかと思われる。 

・ 後期計画の策定に当たっては高校教育と町の教育が力を合わせ、子どもたちの地

域産業に対する理解や地元に対する意識・愛着を高めていく仕組みづくりも必要で

あるという視点で検討をしなければならないと感じている。 

・ 県教委は、各地域の実情に配慮し、10 年間の再編計画を策定していると認識して

いる。後期計画の策定に向けた検討に当たっても、地域で学ぶ教育環境をしっかり

守るという再編計画の基本的なスタンスを変えない姿勢であることを望む。 

・ 後期計画を策定するに当たり、小規模校については、学級数を維持することで教

員数を確保できるよう、30～35人学級を実現させてほしい。 

・ 各市町村においては、人口ビジョンや地域戦略を策定して取り組んでいる。岩手

県で生活したいと思われるよう、教育に対する取組が積極的な県であることを打ち

出すという視点で高校再編を進めてほしい。 

・ 宮古地区にとって水産、工業、商業に関する専門学科は必要であり、入学者が定

員を下回っても存続させながら、今後の専門教育のあり方について考えてほしい。 

久  慈 

（久慈市、洋野町、 

  野田村、普代村） 

平成31年 
２月４日（月） 

14:00～16:00 

・ 生徒数の減少に伴い学級数を減じていくことについて理解しているところではあ

るが、これにより配置される教員数も減少することから、今後、生徒の学力をどの

ように維持させていくのかが重要になるものと考えている。 

・ 再編計画においては、望ましい学校規模を原則４～６学級としているが、これだ

け人口減が進行している社会情勢の中にあっても小規模校を統合することにより、

４～６学級を確保する必要があるのか疑問を感じている。 

・ 中山間地では、通学条件等の面で教育を受ける機会の保障が難しいことから、高

校再編においては都市部と同様の視点で考えるのではなく、地理的な条件も踏まえ

た、柔軟な考え方で検討するべきである。 

・ 全国的に人口減少が進行している中、子どもの数のみで学校再編を考えるのでは

なく、子どもたちにとって今後の学校教育に何が必要であるかという視点で、これ

までの考え方に捉われない高校再編を行うべきである。 

・ 生徒にとっては高校の選択肢は多い方がよいので、統合して学校や学科を減

らすのではなく、存続させる方向性で検討してほしい。 

二  戸 

（二戸市、軽米町、 

  九戸村、一戸町） 

平成31年 
12月26日（水） 

10:00～12:00 

・ 人口が減少する中にあって、学校の統合は避けられないと考えているが、「地域の

将来を担う人材育成」を進める地域の取組や特殊事情等も考慮してほしい。 

・ 二戸地区全体として「普通高校のあり方」及び「専門高校・総合学科高校の在り

方」を考えていかなければならない時期に来ているのではないか。 

・ 学級減や統合等の議論は、時の流れとしてやむを得ない部分もあるが、地域を担

う人材の育成等、様々な観点から高校再編の検討を行っていただきたい。 

・ 学校間連携の仕組みを工夫する等の具体的な施策の実施により、小規模校におい

てもその魅力が損なわれないよう、県の積極的な関与をお願いしたい。 

・ 後期計画の策定の際には、地域の中で小規模校が存続でき、かつ、生徒が満足し

た高校生活を送れるような環境・条件づくりについても検討を進めていただきたい。 

・ 子どもたちの進路目標の多様化も踏まえ、二戸地区としてどのような教育体系（学

校・学科の配置）が必要なのか、改めて検討する必要がある。 

・ 地元自治体や企業が学校の魅力づくりを支援する取組が進んでいることから、再

編計画を早急に出さず、取組の成果を見守ることも選択肢のひとつではないか。 
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後期計画の策定に向けた地域検討会議（第３回）両磐ブロック 会議録 

【両磐ブロック：一関市、平泉町】 

  

○ 日 時：令和元年８月６日（火）14 時 00 分～16時 00 分 

○ 場 所：一関市保健センター １階 多目的ホール 

○ 出席者 

 ① 会議構成員 

   一関市関係者（資料「出席者名簿」のとおり） 

   平泉町関係者（資料「出席者名簿」のとおり） 

 ② 事務局（県教育委員会） 

   県南教育事務所（資料「出席者名簿」のとおり） 

   県教育委員会事務局（資料「出席者名簿」のとおり） 

○ 傍聴者：一般２人、報道４人 

○ 会議の概要 

 ◆ 議題及び報告事項 

 １ 両磐ブロックの状況について 

  【県教委】 

   ・ 資料 No.１「両磐ブロックの状況について」に基づき説明。 

 

【岩渕 平泉町教育委員会教育長】 

   ・ 参考資料 No.２のブロック間交流に関連して、一関第一高校附属中学校には、県内各地の生

徒が入学している。一関第一高校附属中学校の生徒がこの資料において、どのように扱われて

いるのか伺いたい。 

 

【県教委】 

 ・ 一関第一高校附属中学校の生徒は、一関市内の中学校の出身者として扱っている。一関第一

高校附属中学校の生徒の約６割は、一関市内の出身者である。 

 

 ２ 後期計画策定に向けた意見交換 

 

 

 

  

 【県教委】 

   ・ まず、ブロックの現状及び課題等、議論の方向性について事務局から説明させていただき、

その後、このことについて御意見をいただきたい。 

 

  【県教委】 

   ・ 資料「後期計画策定に向けた意見交換（両磐ブロック）」に基づき説明。 

 

【県教委】 

・ それでは、１点目「現状を踏まえ、今後、両磐ブロックに必要な学校・学科について」

に関する御意見をいただきたい。 

 

＜意見交換テーマ＞ 

各地域における学校・学科の配置について 

参考資料 No.９ 
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【佐藤 一関市副市長】 

・ 両磐ブロックは、県境に位置しているという特徴があり、他のブロックとは異なる地理的条

件にあることを考慮しながら、高校再編を考える必要がある。 

・ 地元の高校には、基幹産業である農業や工業等の産業人材の育成に向けた取組に期待してい

る。一関市としては、高校における産業人材の育成に向けた取組について、協力していきたい

と考えている。 

 

【西 一関市ＰＴＡ連合会副会長（一関市立藤沢中学校ＰＴＡ会長）】 

・ 千厩高校には普通科、農業（生産技術科）及び工業（産業技術科）の学科が設置されている

が、専門学科の農業科（生産技術科）と工業科（産業技術科）が連携した学習を行っているか

伺いたい。 

 

【石川 千厩高校校長】 

 ・ 現状においては、生産技術科（農業）と産業技術科（工業）との間で連携した授業は行われ

ていない。 

 

【県教委】 

 ・ 県内における専門学科の連携についての例を紹介すると、花北青雲高校、大船渡東高校及び

釜石商工高校は、一つの高校に複数の専門学科が併置されている「総合的な専門高校」であり、

一部の科目について、他学科の科目を選択することも可能となっている。 

 

【佐々木 農事組合法人アグリ平泉 代表理事】 

 ・ 現在、県内には 10数か所のワイナリー等の醸造所があり、これからも増える可能性がある。

ワイン等は、今後、有力な県産品となる可能性があると考えている。県内の農業科等で醸造に

関する学科または学びを設置している例があるか伺いたい。 

 

【県教委】 

・ 県内の高校において、醸造に関しての学びを行う学科は設置されていない。長野県には、醸

造に関しての学びを行う学科があると聞いている。 

 

【佐々木 農事組合法人アグリ平泉 代表理事】 

 ・ 今後、ワインは有力な県産品となりうる可能性があることから、農業科等に、醸造に関する

学科を設置することも、一つのアイデアだと考える。 

  

【岩渕 平泉町立平泉中学校ＰＴＡ】 

 ・ 資料のｐ１の「後期計画における高校教育の目指す方向性（案）」にＡＩやＩoＴ等のことば

が記載されているが、今後、ＡＩやＩoＴ等の急速な技術革新の進展が予想される中、これら

を重点的に学べる学科等の設置を検討するべきではないか。 

 

【福井 一関地方校長会会長（一関市立一関中学校長）】 

・ 参考資料 No.３の中学生の進路希望等に関するアンケート結果を見ると、両磐ブロックにお

いては、多様な学びがある総合学科への希望者が多いことが特徴的な点であり、興味深い結果

と捉えている。生徒が無理なく通える範囲内に、多様な学科や総合学科の系列を設置すること

が必要と考える。 
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【高橋 平泉商工会会長】 

・ 建設業界においては、人手不足が深刻化している。特に、木造建築に関わる職人が減少し、

伝統技術の継承が難しくなりつつあると聞いている。このような現状を踏まえ、建築に関する

学科等の設置を考えても良いのではないか。 

 

【県教委】 

 ・ 建設業界において、人手不足が深刻化していることは承知しているが、新たに建築に関わる

学科等を設置することは、生徒数の減少など様々な状況から難しい面もあると思われる。建築

に関わる人材確保に向けた県の取組としては、県土整備部が岩手県建設業協会と協力しながら

「いわて建設業みらいフォーラム」を開催するなどしており、高校生に対して、建設業の魅力

を伝える等の取組を行っている。 

 

【小菅 一関市教育委員会教育長】 

 ・ 中学校卒業者数の減少等から考えて、今後、統合以外で新たに学校を開設することは難しく、

新たな学校の開設について論じることは現実的ではない。 

 ・ 新たな学科を新設する場合の手順と、新たな学科の設置についての最近の例を紹介してもら

いたい。 

 

【県教委】 

 ・ 新たに学科を設置する場合は、中学生の進路希望や地域のニーズ、学びの内容や教育課程及

び、卒業後の進路等を考慮しながら検討することとなる。新たな学科の設置は、条例改正を伴

うため、条例改正の手続が必要である。最近の新たな学科の設置の例としては、学科改編によ

り２つの学科を１つに統合し、可能な限り統合前の学科の学びを残すという例はあるが、新規

に学科を設置した例はない。 

 

【岩渕 平泉町教育委員会教育長】 

 ・ 資料ｐ２や資料 No.１で示されている、令和７年３月及び令和 15 年３月の中学校卒業者数の

推計を見ると、今後、各校の学級減は避けられないものと思われる。 

・ 両磐ブロック内の設置学科の割合をみると、普通科の割合が高いことがわかる。５月 17 日

教育再生実行会議から、今後の普通科のあり方について考えていく必要があるとの答申が出さ

れたと記憶している。今後の普通科のあり方について、国の動向を踏まえながら、県として考

えていく必要があるのではないか。 

 ・ 現在設置されている専門学科や総合学科の系列についても、中学生や地域のニーズに合って

いるのか等も考慮しながら、見直す必要があるものと考える。 

 

【菅野 ㈱日ピス岩手総務グループリーダー】 

 ・ 少子化に伴い、今後、中学校卒業者数が減少していく中において、新しい学校を設置するこ

とは難しいものと思われる。 

・ 産業界の立場から見ても、ＡＩやＩoＴ等の活用は避けて通れない状況にあり、今後、ＡＩ

やＩoＴ等の知識を持った人材が必要になるものと思われる。これらを学べる学科等を設置す

ることも考えるべきではないか。 

・ また、企業においてもグローバル化が進んでおり、この流れに対応できるよう、高校教育に

おいては、語学をしっかりと学ぶことも必要と考える。 
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【佐々木 農事組合法人アグリ平泉 代表理事】 

 ・ ＪＡいわて平泉の管内には、個人経営者を含め、農業法人が 40 ほどあるが、多くの農業法

人においては、経営者の高齢化が進んでおり、経営者の若返りが必要な状況にある。このよう

な状況を踏まえ、学科等について考える場合には、経営者の育成の視点も必要だと思う。 

 

【県教委】 

・ 次に２点目「中学校卒業者数が後期計画終了後もさらに減少していくことが見込まれる

中、可能な限り現在の学校を維持する観点から、学級数の調整で対応する考え方と、学校

の活力向上の観点から学校統合で対応する考え方等について」に関する御意見をいただき

たい。 

 

【佐藤 一関市副市長】 

 ・ 花泉高校は、現在１学級校であるが、今年の夏の高校野球選手権岩手大会においてベスト 16

へ進出したこと等、小規模校ながら様々な分野で活躍している。また、昨年度は、定員 40 人

を満たす入学者を確保した。小規模校でも活躍している学校の存在にも目を向ける必要がある。 

・ 高校において、就職を希望する生徒については、地元への就職を勧め、地元定着を促進する

必要があると考える。地元の産業人材の育成の視点を重視してもらいたい。 

 

【小菅 一関市教育委員会教育長】 

 ・ 地域にとって、学校は重要な存在である。その点を踏まえたとしても、今後の状況等を考え

た場合に、現在あるすべての小規模校を無条件に残すべきではないと考える。現計画の中にお

いては、１学級の普通高校について、「直近の入学者数が２年連続して 20人以下になった場合

には、原則として翌年度から募集停止とし、統合します。」との基準が示されているが、この

ような一定の基準はしっかりと守り、基準に該当した学校については、学校統合もやむを得な

いと考える。 

・ 例えば、入学者数が３年連続して 30 人以下になった場合には、翌年度から募集停止とし、

統合する等の新たな基準を追加することも考える必要がある。その上で、示した基準について

は、しっかりと守るべきである。 

・ 前期計画においては、統合、学科改編及び学級減を延期した学校があることから、ブロック

や学校間で不公平感が生まれているように感じている。 

・ 資料 No.１等を見ると、両磐ブロック内の高校においては、現在 22学級の募集があるが、令

和 15年の中学校卒業予定者数から単純に計算してみると、必要学級数が半数の 11 学級程度に

なってしまうほど、生徒数が減ることがわかる。これらの数字を基に、両磐ブロックに限らず、

全県の必要学級数等のシミュレーションを提示した上で、議論をする必要もあるのではないか。 

 

【県教委】 

 ・ 先般、令和２年度の学級編制案を示したところであるが、ブロック内の中学校卒業者数の状

況、定員充足状況、社会情勢の変化等を考慮し、一部の高校で学科改編・学級減を延期した。 

統合や学科改編等については、前期計画案公表後に、計画で示した学科改編・学級減を画一的

に進めるべきではないという意見をいただいたことから、地方創生に向けた地域の取組状況、

中学校卒業予定者数や各高校の入学者の状況等を十分に把握、検証し、実施時期等の変更も検

討する等の内容を追加し、これに基づいて、判断しているものである。 

・ 今後、統合等を行わず、現在の学校を維持した場合、各校の学級数が減少し、１学級校の増

加によって、教育の質の保証が難しくなる状況が予想される。現在の再編計画においては、各
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ブロックを一つの単位として統合や学科改編等を考えることを基本としているが、今後の中学

校卒業者数の減少を考えた場合、隣接しているブロックとあわせて、統合や学科改編等を考え

ていく必要もあるものと認識している。 

 

【福井 一関地方校長会会長（一関市立一関中学校長）】 

 ・ 一関第一高校附属中学校の定員と一関第一高校の定員について伺いたい。 

 

【県教委】 

 ・ 令和２年度から、一関第一高校附属中学校の定員が 35 人となり、２学級の 70人の募集とな

る。また、令和２年度の学級編制案として一関第一高校を１学級減とし、５学級となることを

お示ししたところである。 

 

【西 一関市ＰＴＡ連合会副会長（一関市立藤沢中学校ＰＴＡ会長）】 

・ 現在、多くの学校において、志願倍率が 1.0 倍を割る状況にある。このような状況下におい

て、子どもたちは、高校入試に対する危機感がなくなり、学習に対する意欲が低下してしまう

こと等が懸念される。少人数学級等も取り入れ、学級減を行いながら、志願倍率が 1.0 倍を超

えるような状況を作る方が、子どもたちにとっても良いと考える。ただし、後期計画において

は、現在ある学校を可能な限り存続させることを基本として考えてもらいたい。 

 

【岩渕 平泉町立平泉中学校ＰＴＡ】 

 ・ 親の立場として、子どもには、自分の将来を考えた上で、高校を選択してもらいたいと考え

ており、多くの選択肢の中から高校を選べる環境を残してほしいという願いがある。 

 ・ 後期計画においては、学級数の調整で対応し、可能な限り学校を残す方向で考えてもらいた

い。ただし、後期計画終了後、急激に中学校卒業者数が減少することが見込まれることから、

令和 15 年度までには、抜本的な高校再編を行う必要があると考える。 

 

【齋藤 平泉町副町長】 

 ・ 原則として、再編計画は計画通り実行するべきと考える。一方で、地域にとって学校が無く

なることは重大なことであり、小規模校を残す工夫については、継続して行ってもらいたい。 

 

【福井 一関地方校長会会長（一関市立一関中学校長）】 

・ 教育の機会の保障の観点からも、通学可能な範囲に学校は残してもらいたい。経済的な理由

で、本来入学したいと考えている高校への進学を諦め、家から一番近い高校へ進学した生徒も

現実に存在する。極端な統合は避け、１学級校となったとしても、通学可能な範囲に学校を残

してもらいたい。 

 

【小菅 一関市教育委員会教育長】 

 ・ 小規模校の教育内容の充実に向け、県教委は、遠隔授業に力を入れているようであるが、現

在の状況について伺いたい。あわせて、遠隔授業の内容等について、情報を発信してもらいた

い。 

 

【県教委】 

 ・ 遠隔教育については、昨年度２校で実施していたものを、今年度は７校に拡大しながら、効

果的な活用について研究しているところである。既存のネットワークの環境を２年間かけて改

善し、双方向でスムーズな授業ができるよう環境整備を行っているところである。 
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・ 遠隔教育において、講演会や課外授業については、実際に行われているものの、普段の授業

として実施する場合には、評価の点において越えなければならない課題が多数あり、その課題

をいかにクリアしていくか、現在、研究しているところである。 

 

３ その他 

【西 一関市ＰＴＡ連合会副会長（一関市立藤沢中学校ＰＴＡ会長）】 

 ・ 現在、小学校や中学校ではエアコンが整備されつつあり、夏の暑い日においても、よい環境

で授業が受けられる状況を整えていただいているが、高校においては、小中学校ほどエアコン

が整備されていないと聞いている。高校においても、エアコンの設置等、教育環境の整備につ

いて配慮願いたい。 

 

【県教委】 

 ・ 教育環境を整えることは、学校教育を行う上で重要な視点と認識している。現在、県立高校

においては、保健室へのエアコン設置を優先的に進めており、普通教室等にはエアコンの設置

がなされていない状況にある。今後も、必要な予算の確保に努めながら、さらに設置に向け取

り組んでいきたい。 

 

【県教委】 

・ 両磐ブロックにおいて、必要な学科等について、具体的な御意見をいただき感謝申し上げる。 

・ 後期計画は令和３年度から令和７年度までの５年間の計画であるが、両磐ブロックの令和８

年度から令和 15 年度までの中学校卒業者予定者数の減少の状況を見ると、かなり厳しい状況

にあるという認識をもって臨まなければならないものと考えている。 

・ 産業人材の育成や地域にとって高校の存在は大きいものであるということは十分理解してい

るものの、将来を担う子どもたちにとって、どのような教育環境を整えていくかという視点か

ら考えることも重要である。後期計画後の生徒数の状況等も見据え、本日いただいた御意見も

参考としながら、後期計画の策定に向け、検討をしていきたい。 
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No 市町村等 所　　属　・　役　　職　　等 備　考

1 一関市 佐　藤　善　仁 一関市　副市長 代理

3 菅　野　秀　夫 ㈱日ピス岩手　総務グループリーダー

4 西　　　洋　知 一関市ＰＴＡ連合会 副会長（一関市立藤沢中学校ＰＴＡ会長）

5 小　菅　正　晴 一関市教育委員会　教育長

6 平泉町 齋　藤　清　壽 平泉町　副町長 代理

8 髙　橋　幸　喜 平泉商工会　会長

9 岩　渕　良　久 平泉町立平泉中学校ＰＴＡ　会長

10 岩　渕　　　実 平泉町教育委員会　教育長

11 地区中学校長代表 福　井　信　夫 一関地方校長会　会長（一関市立一関中学校長）

【オブザーバー】

No 所　　属　・　役　　職　　等 備　考

12 佐々木　朋　和 岩手県議会議員

13 千　葉　　　進 岩手県議会議員

14 神　﨑　浩　之 岩手県議会議員

15 飯　澤　　　匡 岩手県議会議員

16 高　田　一　郎 岩手県議会議員

17 遠　藤　可奈子 一関第一高等学校長

18 菅　原　博　行 一関第二高等学校　副校長

19 藤　原　　　修 一関工業高等学校長

20 千　葉　　　治 花泉高等学校長

21 鈴　木　勝　博 大東高等学校長

22 石　川　克　紀 千厩高等学校長

　

【県教育委員会】

No 所　　属　・　役　　職　　等 備　考

23 須　藤　　　淳 県南教育事務所主任経営指導主事

24 和　賀　真　樹 県南教育事務所指導主事

25 梅　津　久仁宏 教育次長

26 木　村　克　則 学校調整課首席指導主事兼総括課長

27 里　舘　文　彦 学校教育課首席指導主事兼高校教育課長

28 藤　澤　良　志 学校調整課特命参事兼高校改革課長

29 谷　地　信　治 学校調整課高校改革担当主任指導主事

30 小野寺　一　浩 学校調整課高校改革担当指導主事

31 女　鹿　光　介 学校調整課高校改革担当主査

県立高等学校

氏　　名

県教育委員会
事務局等

後期計画の策定に向けた地域検討会議（第３回） 【 両磐ブロック 】

出　席　者　名　簿

氏　　名

氏　　名

県議会議員

資 料 


